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令和５年　 ８月２９日
 吉井北小学校　学校だより
　　 　 文責　校長　佐々　恭
　　　　　　　　　　　 第7号
　夏休みをふりかえって・・
[image: ]　長い長い休みが終わりました。子どもたちとともに、私たちも昨日までは、いく夏を惜しんでいました。今朝、元気に登校してくる子どもたちの顔を見ると、一気にその気持ちが吹き飛び、やる気が湧いてきました。
　本日、始業式で子どもたちにお話ししたことを簡略に書き留めます。
（夏休みをふりかえって）
　　・旅行に行って、おいしいその土地の食を堪能した。
　　・温泉に入り、良い景色を眺めて、心の洗濯をした。
　　・実家の周りの草刈りをがんばった。
　　・久しぶりに親戚の人たちと、会食した。　　　　　　　　　
・花火大会を見に行って、感動した。　                     ２学期の抱負発表（４年西田くん）
　　・世界陸上、バスケットワールドカップ、大谷翔平選手の活躍を見て感動した。等々・・
（２学期に向けて）
　頑張ることは３つ。
1 勉強（読書や授業、テスト等、自分なりの目標をもって、バスケ日本選手に習い、自分のベストを出すこと。）
2 自分からすすんで動くこと（何事も、「させられて」ではなく、「自分の意志で行うくせ」
をつけること）
3 ３つの笑顔を目指して今学期も生活すること（じぶん・なかま・みんな）
※自分が楽しくないと、周りも楽しめない。また、周りを明るくしないと自分も明るい気持ちになれないから・・
２学期をどう過ごすか・・　
　　上のお話から続いて、保護者の方にも同じ気持ちをもっていただきたいと思いました。そこでお願いがあります。
　　　〇　何事も「自分で考えて行動させる」習慣をつけさせてほしいと思います。現在の学習で最も大切にしていることは、「主体性をつけさせる」ということです。目先の学習のみではなく、これから人生を楽しく、有意義に過ごしていくための大事なキーワードの一つです。ちょっとした困難にもくじけてしまう子が増えています。以前はよく、「そのくらい我慢しなさい！」と、よく大人から叱られていたものです。ここで大事なのは、「我慢すること」ではなく、「考えを働かせ、工夫して困難を乗り越える能力をつけること」です。そのためには、何事も先回りして子どもたちにレールを敷くのではなく、まずは子どもたたち自身に考えさせ、行き詰まった時に、そっと手を貸す大人になってもらいたいのです。私たちも授業内容を見直し、子どもたち自ら、友達と相談したり、何度も改良を重ねさせながら、その力を育てていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　裏面へ続く　　

　　　〇　家庭学習の見取りと、各種カード（よしきたカード）へのご協力をお願いします。
　　　　　例えば、毎日の音読のカードへの書き込みですが、お家の方々にとられましても、毎日の多忙な生活の中で、これらに時間を割くことには、申し訳なく思います。しかし、子どもたちの
　　　　「読み」の力をつけるためには音読・朗読（３年以上）の学習は欠かせません。授業では、その他に自分で思考することや、友達との交流を通じて自分の考えを見直す時間、授業後の練習や振り返りを行い、学びを確実に習得させること等、「学びの過程」をたくさん経験させないといけません。そこで、学びの補充として、家庭学習を出しています。将来、学歴云々（うんぬん）のことだけを申しているわけではありません。仕事や生活等で、上手に、楽しく人生を送るための生き方を学ばせたいのです。そのために、わずかな時間で構いませんので、ご家庭でのお子様の学びにお付き合いください。ご家庭の協力は子どもたちの学習の伸びに必ずつながります。子どもたちの「できた！わかった！自信がついた！」といったいきいきした笑顔を見るために、今後ともご協力をお願いいたします。

　夏休み作品展・学校保健委員会講話お知らせ
　　　　今月は授業参観の代わりに、学校保健委員会主催で、講師の先生をお招きしてご講話をいただきます。講師の先生、内容等につきましては、保健だよりにてお知らせしています。お子様の成長はもちろん、お家の方々にとっても、とても意味のあるお話が聴けると思います。ぜひご参加ください。
　　　　また、２階家庭科室におきまして、子どもたちの夏休みの作品を展示しております。ご家族のお力添えのもと、がんばった子どもたちの作品をどうぞご覧ください。応募作品は、各機関に送付し、審査を通して良い結果がでることを期待しています。

　学校創立１５０周年に向けて
[bookmark: _GoBack]　　　 昨日２８日、歴代のPTA会長様のうち、現会長西田様をはじめ、永田、森前会長にお越しいただき、来年、北小創立１５０周年を迎えるにあたっての準備の話合いを行いました。近隣の小学校でも同様に、次年度、創立１５０周年を迎える学校がいくつかあるようです。
　　　 これまでの区切りの式典をもとにしながら、「どのようにすれば、みんなの思い出に残る式になるか」を、各自アイディアを出し合いながら話し合ったところです。
　　　 今のところ次年度の１１月ごろ開催を行う予定で、今後も話を詰めていきたいと思います。詳細等、工程が見えてきた段階で、皆様にもお知らせしたいと考えています。
　　　「こんなことをしたら楽しそうだ」などのアイディアがございましたら、いつでも構いませんので、校長までお知らせください。
image1.jpeg




